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はじめに

平素は、神戸市の NPO 法人に係る各種支援施策にご理解・ご協力

を頂き、誠にありがとうございます。

神戸市内の NPO 法人は、平成 26 年２月末現在 700 法人を超えて

おり、その数は現在も増加しています。NPO 法人は行政だけでは解

決することのできない地域課題を解決する担い手ですが、一方で、多

くの NPO 法人は資金面や人材面等の課題と併せて、会計に関する知

識など事務局機能が弱いために活動の継続性が課題となっていると言

われています。

そのような状況を踏まえ、神戸市では、平成 25 年度に「特定非営

利活動法人事務局サポートアップ事業」を実施致しました。本事業は

各 NPO 法人の事務局機能に関する現状の把握及び支援を目的として

おり、これまで各 NPO 法人が抱える会計等の課題や意識についての

調査を実施するとともに、事務局職員のための講座を開催してきまし

た。

本冊子は、上記事業の一環として平成 26 年 1 月に開催した会計支

援のための講座「NPO のためのゼロから始める会計・経理」の講義

内容を編集し、冊子化したものです。

会計業務のなかでも特に重要な、でも、いまさら人に聞きにくい基

本的な日々の業務について、できるだけわかりやすく解説しています。

いままで会計に携わった事がない担当者の方でも会計業務について必

要な内容を学べるように構成されておりますので、最初から順にお読

み頂いても、目次をご覧になり、ご興味あるページからお読み頂いて
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もかまいません。

本冊子の活用を通じて、神戸市内の NPO 法人の皆様の会計業務に

寄与できれば、これに勝る喜びはありません。

最後になりましたが、講師として本冊子作成にご協力頂いた

Officemate の増本先生、関係者の皆様、また、本年 1 月に実施しま

した講座にご参加下さったNPO法人の皆様に厚く御礼申し上げます。

平成 26 年３月

神戸市
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